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 平成 2７年度第２回環境創造学部教授会議事録要旨 

 

日  時：２０１５（平成２７）年 ５月１４日（木） １５時０３分～１７時３３分 

場  所：板橋校舎３号館５階 ワーキングルームⅠ 

専任教員現在数：１９名  

構成員：１８名 

出席数：１７名 

欠席数： １名 

議    長：山 口 由 二(環境創造学部学部長) 

 

報告事項： 

 １．平成 27年度大学、大学院役職者、大学評議会委員の変更について 

  議長より、標記の件について資料に基づき報告がなされた。 

 ２．平成 27年度特別研究費採択者について 

  議長より、標記の件について資料に基づき報告がなされた。 

 ３．平成 27年度科学研究費補助金採択状況について 

議長より、標記の件について資料に基づき報告された。 

 ４．平成 28年度教員人事およびカリキュラム編成等に係る日程について 

議長より、標記の件について、資料に基づき説明がなされた。 

 ５．ゼミ合宿に伴う申請について 

議長より、標記の件について、超過する場合は超過助成申請書が必要であるとの説明がされた。 

 ６．緑山キャンパス利用計画検討 WG 答申に関する意見について 

  議長より、標記の件について、資料の通り他学部より意見が出ていることの説明がなされた。 

  ７．答案などの取扱いに関するガイドライン（案）について 

   議長より、標記の件について、資料の通り他学部より意見が出ていることの説明がなされた。 

  ８．平成 28 年度入試概要および平成 27年度入試状況について 

議長より、環境創造学部は昨年度より入学者数が増加し、改善されたことの報告がなされた。 

  ９．大学基準協会「改善報告書」の検討結果について 

議長より、標記の件について、大学全体としての検討結果となっている旨の説明がなされた。 

  10. 大学財政の現状と将来予測について 

議長より、標記の件について、環境創造学部は黒字学部であることの報告がなされた。 

  11. 学校法人大東文化学園平成 26年度事業報告（大学部分）（案）について 

議長より、標記の件について、資料を確認していただきたいとの説明がなされた。 

  12．平成 28 年度特別研究費助成の募集について 

議長より、科研費に採択されなかったもの対し、特別研究費を充てたいことの説明がなされた。 

13. FD 委員会からの報告について 

議長より、平成 27年度学生による授業評価アンケートを実施する説明が資料に基づきなされた。 

  14．学生支援センターからの報告について 

   議長より、標記の件について資料に基づき、説明がなされた。 

  15. 国際交流センターからの報告について 

議長より、標記の件について、学生へ周知し応募させていただきたい旨の説明があった。 

  16．入試広報計画について 

議長より、広報予算と、クロッシングについての報告があった。 

  17．平成 27 年度大東文化大学名誉教授称号記授与式の挙行について 

   議長より、標記の件について、資料に基づき説明がなされた。 

  18．板橋校舎自衛消防訓練（総合訓練）の実施について 

議長より、標記の件について資料に基づき、実施することの説明がなされた。 

  19．朝日地球環境フォーラムについて 

議長より、標記の件について説明がなされた。 

 20．東松山キャンパス運営委員会報告 

  担当教員より、2016 年度全学共通科目の事前調査について、資料に基づき、説明がなされた。 

21．学部設置各種委員会報告 
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（１）学生生活・就職支援委員会 

  （２）インターンシップ委員会 

（３）IT推進図書整備委員会 

  （４）入試広報委員会 

    上記各種委員会より報告がなされた。 

22．その他 

学科主任より、ワークショップについて、年 8回実施することの報告がなされた。 

 

報告承認事項： 

 １．教務委員会報告                             

（１）2016 年度環境創造学部奨学金留学生の募集について 

教務委員長より、標記の件について、説明が資料に基づきなされた。 

（２）「卒業研究題目・研究計画書」の提出について 

教務委員長より、卒業研究のタイトルを記入し提出させていただきたいことの説明があった。 

（３）学生のコース変更願いについて 

教務委員長より、7名の学生が希望していることの説明があり承認された。 

（４）入試別方法の転部・転科の可否について 

教務委員長より、資料の通りとなること提案説明がなされ承認された。 

（５）推薦入学者の入学前教育の結果と今後について 

教務委員長より、今後に対し何かよい意見があれば提案願いたいことの説明がなされた。 

（６）新 1年生の入門ゼミの分け方について 

教務委員長より、来年度より Aクラスの中から A１、A2 と振分るとの説明があり承認された。 

（７）成績不振学生への個別指導体制について 

教務委員長より、原則ゼミ教員等が学期の初めに面談を行うことで、教授会は承認した。 

２．保護者からの要望書について 

議長より、標記の件について、保護者からの要望書が提出されたことの説明がなされた。 

３．生態系野外調査に関する研究助成について 

担当教員より、資料に基づき環境教育を含めた研究である旨の説明がなされ承認された。 

４．産学連携共同研究について 

担当教員より、学園と㈱DNPの共同研究契約書が締結されたとの説明があり教授会は承認した。 

５．2015 年度オープンキャンパス担当者について 

学科主任より、標記の件について確認していただきたいことの説明がなされた。 

６．その他                                

（１）学科主任より、学部内各種委員会の委員長は資料の通りとすることの報告がなされた。 

（２）担当教員より、環境創造学会の収支予算・決算報告と予算案の説明があり承認された。 

 

審議事項： 

 １．学部長代行の選出について 

議長より、学科主任を学部長代行として推薦し、教授会はこれを承認した。 

 ２．東松山キャンパス運営委員会職務代行者の選出について 

議長より、委員を推薦し、教授会はこれを承認した。 

  ３．平成 27 年度学科予算について 

  議長より、標記の件について資料に基づき説明があり承認された。 

  ４．2015 年度海外研究員、国内研究員、海外留学者、特別研究期間適用者の選考について 

議長より、教授会は希望している先生を国内研究員として学長へ推薦することを承認した。 

  ５．平成 27 年度大東文化大学一般奨学金奨学生の選考について 

議長より、記の件について、2年生以上の各学年 3名を資料の通り選出し承認した。 

  ６．平成 27 年度スポーツ奨学生の認定について 

   議長より、標記の件について資料に基づき説明があり、資料の通り 4名が承認された。 

  ７．2016 年度スポーツ推薦入学試験募集人員の配分原案について 

   議長より、標記の件について資料に基づき説明があり、資料の通り承認された。 

８．大東文化大学協定校派遣留学（短期留学）参加費助成規程の制定（案）について 
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  ９．ベトナム国家大学ホーチミン市人文社会科学大学（ベトナム）との覚書（案） 

及び交流協定書（案）について 

  10．ビサヤ大学（フィリピン）との交流協定書（案）について 

  11．クアラルンプール大学（マレーシア）との覚書（案）について 

議長より、上記（議案 8.9.10.11）について、それぞれ説明があり、資料の通り承認された。 

  12．大東文化大学教職課程センター規程の制定（案）について 

議長より、標記の件について、資料に基づき説明があり意見を付した上で承認された。 

  13．大学予算方針・執行の見直しに関する検討委員会の設置及び委員の選出について 

議長より、標記の件について説明があり承認され、検討委員会の委員が選出された。 

  14．内規改定委員会の開催について 

議長より、標記の件について、7月の教授会までに整備してもらいたいとのお願いがなされた。 

  15．平成 27 年度兼担依頼の取り消しについて  

   議長より、標記の件について資料に基づき説明があり承認された。 

  16. ゼミ変更について 

教務委員長より、学生のゼミ変更願いが提出されており、教授会はこれを承認した。 

  17. 特任教員の採用について 

議長より、標記の件について、学部長へ提案していただきたいことの説明があり了承された。 

  18．2014 年度大学専任教育職員海外研究員の帰国について 

議長より、標記の件について資料に基づき、説明がなされ承認された。 

  19．海外渡航について 

議長より、標記の件について、資料の通りである旨の説明がなされ承認された。 

  20．学籍異動について 

幹事より、標記の件について、資料に基づき、報告があり資料の通り承認された。 

  21．その他 

   なし 

   

その他 

  １．留学中間報告について 

幹事より、資料に基づき、留学中間報告の説明があった。 

 
 
 
 

以上の審議を以って、環境創造学部教授会の終了を宣し、１７時３３分に閉会とした。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


